
う
シ
リ
ー
ズ
の
門
ヴ
ァ
イ
キ
ン
グ
時
代
」
と
銘
打

つ
に
は
、
著
者
も
自
覚
す
る
よ
う
に
（
一
八
頁
）

限
ら
れ
た
部
分
に
過
ぎ
ず
、
例
え
ば
ヴ
ァ
イ
キ
ン

グ
ー
1
「
農
民
」
と
い
う
側
並
等
は
殆
ど
検
討
さ
れ

な
い
。
し
か
し
そ
れ
で
も
本
書
は
、
ヴ
ァ
イ
キ
ン

グ
研
究
に
お
け
る
近
年
の
問
題
意
識
を
如
実
に
反

映
し
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
、
ヴ
ァ
イ
キ
ン
グ
の

「
商
業
」
と
い
っ
た
未
だ
誤
解
を
生
じ
や
す
い

テ
ー
マ
を
積
極
的
に
議
論
の
狙
上
に
載
せ
た
、
意

欲
的
な
ヴ
ァ
イ
キ
ン
グ
史
入
門
書
で
あ
る
。
初
期

中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
、
信
仰
を
は
じ
め

様
々
な
面
で
異
彩
を
放
つ
「
ヴ
ァ
イ
キ
ン
グ
」
と

い
う
存
在
に
少
し
で
も
興
味
を
持
た
れ
た
方
に
は
、

一
読
を
お
薦
め
す
る
。

（
四
山
田
鰻
　
　
一
一
八
七
頁
　
　
二
〇
〇
六
屈
＋
三
月

　
　
　
京
都
大
学
学
術
出
版
会
　
聖
別
一
八
○
○
円
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
松
本
涼
）

マ
リ
ア
・
ロ
サ
・
メ
ノ
カ
ル
著
（
足
立
互
市
）

『
寛
容
の
文
化
』

　
近
年
の
中
世
ス
ペ
イ
ン
史
研
究
上
．
の
キ
ー
タ
ー

ム
で
あ
り
、
ま
た
今
日
の
宗
教
間
の
対
立
を
考
え

る
際
に
寄
与
す
る
と
こ
ろ
の
大
き
い
宗
教
的
寛
容

を
軸
に
、
ア
ル
・
ア
ン
ダ
ル
ス
に
お
け
る
イ
ス
ラ

ム
教
徒
・
ユ
ダ
ヤ
教
徒
・
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
文
化

五
清
を
概
説
し
た
の
が
、
本
書
マ
リ
ア
・
ロ
サ
・

メ
ノ
カ
ル
著
（
足
立
翠
蓋
）
『
寛
容
の
文
化
ー

ム
ス
リ
ム
、
ユ
ダ
ヤ
入
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
中
世

ス
ペ
イ
ン
ー
』
名
古
屋
大
学
一
十
会
、
二
〇
〇

五
年
（
原
著
　
ζ
毘
9
知
。
し
。
餌
ζ
窪
。
。
群
§
鳴

9
，
ミ
ミ
§
W
駄
暮
恥
　
き
、
。
ミ
、
き
罎
§
箋
§
勲

§
罎
偽
§
駄
O
守
湯
麺
§
偽
9
，
§
琳
ミ
無
Q
ミ
ミ
鳶
ミ

§
N
ミ
§
ミ
§
寒
ミ
題
ミ
豊
門
、
㌍
累
Φ
名
尾
O
H
ぎ

b⊃

n
O
卜
。
）
で
あ
る
。

　
本
書
の
構
成
は
左
の
通
り
。

　
一
。
序
論
（
～
一
一
一
頁
）

　
二
，
第
一
級
の
土
地
の
簡
潔
な
歴
史
（
一
三
－

　
　
四
七
頁
）

　
三
．
記
憶
の
宮
殿
（
四
九
－
一
一
九
七
頁
）

　
序
論
で
は
、
ア
ブ
ド
・
ア
ッ
ラ
フ
マ
ー
ン
の
ア

ン
ダ
ル
ス
亡
命
か
ら
ム
ス
リ
ム
の
半
島
へ
の
侵
入

の
経
緯
が
前
史
と
し
て
述
べ
ら
れ
、
次
い
で
三
宗

教
に
よ
っ
て
育
ま
れ
た
寛
容
の
文
化
を
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
歴
史
と
文
明
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
も

の
と
意
義
付
け
る
こ
と
で
、
本
書
の
執
筆
意
図
を

明
ら
か
に
し
て
い
る
。
続
く
第
二
部
「
第
一
級
の

土
地
の
簡
潔
な
歴
史
」
で
は
、
第
｝
二
部
で
述
べ
ら

れ
る
諸
々
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
経
由
し
つ
つ
、
概
説

的
に
ア
ン
ダ
ル
ス
史
が
論
じ
ら
れ
る
。
そ
し
て
本

書
の
中
心
で
あ
る
第
三
部
で
は
、
そ
の
舞
台
に
登

場
す
る
様
々
な
史
実
を
背
景
に
し
な
が
ら
、
叙
情

豊
か
に
覧
容
の
文
化
に
関
す
る
種
々
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
が
描
か
れ
て
い
る
。

　
著
者
マ
リ
ア
・
ロ
サ
・
メ
ノ
カ
ル
は
申
世
ス
ペ

イ
ン
文
学
を
専
門
と
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
本

書
で
引
か
れ
て
い
る
文
化
混
澹
の
事
例
に
は
、
や

は
り
文
学
に
関
す
る
も
の
が
圧
倒
的
に
多
い
。
以

下
、
紹
介
者
に
と
っ
て
興
味
深
い
と
感
じ
ら
れ
た

事
例
を
二
点
紹
介
し
て
い
こ
う
。

　
～
つ
目
は
そ
の
文
学
に
関
す
る
も
の
か
ら
。

「
愛
と
愛
の
歌
」
（
一
一
四
－
一
三
三
頁
）
で
は
、

詩
と
詩
形
式
の
文
化
混
清
の
様
子
が
語
ら
れ
る
。

具
体
的
に
は
、
＝
世
紀
半
ば
ご
ろ
の
俗
語
に
よ

る
恋
愛
詩
集
の
成
立
に
は
じ
ま
り
、
ム
ス
リ
ム
の

詩
歌
が
ノ
ル
マ
ン
人
を
介
し
て
キ
リ
ス
ト
教
国
へ

伝
播
し
た
こ
と
。
そ
し
て
俗
語
の
詩
作
活
動
の
結

果
生
じ
た
、
ア
ン
ダ
ル
ス
に
お
け
る
民
衆
文
化
と

宮
廷
文
化
の
「
結
婚
」
が
そ
の
例
と
し
て
取
り
上

げ
ら
れ
る
。
ロ
マ
ン
セ
（
ス
ペ
イ
ン
独
特
の
詩
形

式
）
に
お
け
る
ム
ス
リ
ム
の
文
化
的
影
響
は
、
一

九
世
紀
の
ロ
マ
ン
主
義
の
時
代
（
例
え
ば
リ
ー
バ

ス
公
爵
】
）
β
器
牙
空
話
。
。
な
ど
）
に
す
で
に
指

摘
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
が
一
〇
六
四
年
の
ノ
ル
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マ
ン
人
の
侵
略
と
同
化
、
俗
語
に
よ
る
詩
作
の
成

立
を
経
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
の
が
興
味
深
い
。

　
ま
た
ロ
マ
ン
主
義
期
に
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い

た
文
化
的
影
響
の
事
例
と
し
て
、
第
三
部
の
随
所

で
述
べ
ら
れ
る
建
築
様
式
の
混
濡
が
挙
げ
ら
れ
る
。

「
モ
ス
ク
と
肇
椰
子
」
（
五
〇
1
六
三
頁
）
で
は
、

ム
ス
リ
ム
に
よ
る
ロ
ー
マ
建
築
の
再
利
用
に
つ
い

て
書
及
さ
れ
、
「
カ
ス
テ
ィ
ー
リ
ャ
宮
廷
の
外
国

人
高
官
」
（
二
四
二
一
二
五
八
頁
）
で
は
イ
ブ

ン
・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
に
焦
点
を
当
て
る
中
で
、
カ

ス
テ
ィ
ー
リ
ャ
国
王
に
よ
っ
て
模
倣
さ
れ
建
設
さ

れ
た
イ
ス
ラ
ム
風
建
築
、
セ
ビ
ー
リ
ャ
の
ア
ル

カ
ー
サ
ル
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
特
に
紹

介
者
の
目
を
引
い
た
の
が
「
ア
ル
ハ
ン
ブ
ラ
に

て
」
（
二
五
九
一
二
六
七
頁
）
の
次
の
～
節
で
あ

る
。
そ
こ
で
は
、
イ
サ
ベ
ル
女
王
が
モ
ス
ク
を
教

会
に
見
立
て
そ
の
場
で
祈
り
を
捧
げ
た
こ
と
に
つ

い
て
、
「
（
当
時
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
が
モ
ス
ク
で
キ

リ
ス
ト
教
の
祈
り
を
捧
げ
る
こ
と
を
）
決
し
て
異

質
な
も
の
と
み
な
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
の
証
」

で
あ
る
と
い
う
。
一
九
世
紀
に
は
（
あ
る
い
は
今

で
も
？
）
、
ア
ン
ダ
ル
ス
の
建
築
芸
術
…
と
ム
ス
リ

ム
の
民
族
性
を
表
象
す
る
と
み
な
さ
れ
て
い
た
ア

ル
ハ
ン
ブ
ラ
宮
殿
も
、
本
書
で
は
寛
容
の
文
化
と

い
う
記
憶
が
宿
る
場
所
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。

こ
こ
に
帰
り
「
ア
ル
ハ
ン
ブ
ラ
の
思
い
出
」
は
、

全
く
逆
に
受
け
取
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
本
書
は
、
申
世
ス
ペ
イ
ン
史
を
専

門
と
し
な
い
紹
介
者
に
と
っ
て
も
興
味
深
い
エ
ピ

ソ
ー
ド
に
富
ん
だ
一
冊
で
あ
る
。
特
に
、
中
世
ス

ペ
イ
ン
史
で
研
究
テ
ー
マ
を
探
そ
う
と
す
る
学
部

学
生
の
好
奇
心
と
想
像
力
を
大
い
に
刺
激
す
る
こ

と
は
間
違
い
な
い
。
ぜ
ひ
ご
一
読
を
お
勧
め
し
た

い
。

（
A
5
判
　
三
三
四
頁
　
二
〇
〇
五
年
八
月

　
　
　
　
名
古
屋
大
学
出
版
会
　
税
込
三
九
九
〇
円
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
菊
池
　
儒
彦
）
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